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交通重点政策意見交換会 及び 新春意見交換会の様子

地
本
「
役
員
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

一
二
月
二
一
日
、
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分
に
て
大
分
地
本
「
役
員
セ
ミ
ナ
ー

」
を
開
催
し
た
。
日
頃
か
ら
組
合
活
動

に
従
事
す
る
大
分
地
本
の
執
行
委
員
と

大
分
青
年
女
性
委
員
会
の
常
任
委
員
の

二
〇
名
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
大
分
地
本
の
遠
藤
委
員
長
の

挨
拶
の
後
、
講
師
と
し
て
中
央
本
部
よ

り
吉
田
政
策
部
長
よ
り
、
「
Ｊ
Ｒ
九

州
労
組
の
政
治
と
政
策
」
に
つ
い
て
講

義
を
受
け
そ
の
後
、
質
疑
・
応
答
を
受

け
た
。

組
合
員
の
抱
え
る
身
近
な
問
題
点
に

は
政
治
が
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
我
々

が
推
薦
し
て
い
る
各
級
議
員
の
力
が
必

要
不
可
欠
で
各
自
治
体
に
声
を
届
け
る

事
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
セ
ミ

ナ
ー
は
閉
会
し
た
。

2024春季生活闘要求の実現に
むけた取り組みについて

『２０２４新春・分会代表者意見交換』の開催
一
月
二
一
日
、
一
二
時
よ
り
、
全
労
済
ソ
レ
イ
ユ
『
ア
イ
リ
ス
』
に
お
い

て
「
二
〇
二
四
年
新
春
分
会
代
表
者
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
会

は
、
こ
れ
ま
で
は
旗
開
き
と
し
て
開
催
し
た
が
今
年
は
そ
の
内
容
を
見
直
し

し
て
各
分
会
の
代
表
者
を
集
め
意
見
交
換
会
の
開
催
を
行
な
っ
た
。

冒
頭
、
遠
藤
委
員
長
か
ら
新
年
の
挨
拶
、
日
頃
の
組
合
活
動
に
対
し
て
の

感
謝
を
申
し
上
げ
地
本
・
各
分
会
の
更
な
る
連
携
強
化
を
要
請
し
た
。

当
日
は
、
前
段
に
開
催
さ
れ
た
、
交
通
重
点
政
策
意
見
交
換
会
に
引
き
続

き
来
賓
と
し
て
、
連
合
大
分
よ
り
藤
本
事
務
局
長
、
衆
議
院
議
員
の
吉
良
州

司
様
、
大
分
県
議
会
議
員
の
福
崎
智
幸
様
、
県
交
運
協
の
大
塚
議
長
、
宮
本

事
務
局
長
、
退
職
者
連
絡
会
大
分
地
区
本
部
、
玉
井
会
長
に
出
席
頂
き
、
代

表
し
て
吉
良
州
司
様
よ
り
挨
拶
を
頂
戴
し
た
。
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中
央
本
部
よ

り
、
大
久
保
書
記
長
、
吉
田
政
策
部
長
、
川
崎
政
治
部
長
に
出
席
し
て
頂
き

、
大
久
保
書
記
長
よ
り
挨
拶
を
頂
戴
し
た
。

会
は
和
や
か
に
進
行
し
、
地
本
・
各
分
会
の
意
見
交
換
後
、
井
上
副
委
員

長
の
閉
会
の
挨
拶
で
閉
幕
し
た
。

２
０
２
４
春
季
生
活

闘
争
要
求
の
実
現
に
向

け
、
従
来
の
各
分
会
に

よ
る
檄
布
等
の
取
り
組

み
を
組
合
員
総
掛
か
り

で
要
請
し
ま
す
。

具
体
的
な
内
容
は
⓵

檄
布
⓶
檄
カ
ー
ド
で
す

。
詳
細
に
付
き
ま
し
て

は
各
分
会
に
指
示
文
書

と
し
て
連
絡
し
て
ま
す

の
で
、
各
分
会
の
担
当

者
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い

。
ご
協
力
、
お
願
い
し

ま
す
。
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